
  宝塚市立宝塚自然の家指定管理者選定の概要 

 

１ 選定内容 

（１）選定する公の施設 

宝塚市立宝塚自然の家 

 

（２）選定の目的 

宝塚市立宝塚自然の家について、指定管理者の指定期間が令和７年（２０２５年）

３月３１日をもって満了することから、令和７年（２０２５年）４月１日から令和

１２年（２０３０年）３月３１日までの期間における当該施設の新たな指定管理者

を、宝塚市立宝塚自然の家指定管理者選定委員会（以下「選定委員会」という）に

おいて決定された募集要項等及び選定基準に基づき適当な候補者の選定を行うも

のです。 

 

（３）申請の状況 

宝塚市立宝塚自然の家条例（平成１９年条例第２３号）第５条の規定に基づき公

募を行ったところ、１者から申請がありました。 

 

２ 審議内容 

（１）選定委員会委員 

委員長   西本 望   （武庫川女子大学教育学部教育学科 教授） 

副委員長  服部 保   （兵庫県立大学 名誉教授） 

委 員   八木 剛   （兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員） 

委 員   越智 彰   （越智税理士事務所 所長） 

委 員   平井 清文  （宝塚市自治会連合会 副会長） 

委 員   西上 公美子 （市民委員） 

 

（２）選定経緯 

ア 第１回選定委員会  令和６年（２０２４年）５月１７日 

  （募集要項・業務仕様書・選定基準の決定） 

イ 公募期間      令和６年（２０２４年）６月１日から７月１日まで 

ウ 現地説明会     令和６年（２０２４年）６月７日 

エ 第２回選定委員会  令和６年（２０２４年）７月１０日 

 （書類審査） 

       オ 第３回選定委員会  令和６年（２０２４年）７月１７日 

     （プレゼンテーション審査の実施及び指定管理者候補者の決定） 

 



（３）審査方法 

採点項目（１６項目）と配点（１２０点満点）を設定し、提出された申請書類並

びにプレゼンテーション及び質疑応答の内容を審査し、各項目を５段階で評価する

こととしました。 

選定に際しては、委員ごとの評価点合計の１位の判定が最も多い団体等に決定す

ることとしました。また、委員６人の評価点を合計して７２０点満点とし、４３２

点（６０％）を必要最低点数と定め、この点数に満たない者は候補者に選定されな

いこととしました。 

※第３回選定委員会では委員が１人欠席したため、委員５人の評価点の合計６００ 

点を満点とし、必要最低点は３６０点（６０％）としました。 

 

３ 選定結果 

（１）選定結果 

一般社団法人宝塚にしたに里山ラボの総評価点は６００点満点中４７４点（７９．

０％）で、必要最低点数３６０点（６０％）を上回っていました。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の申請者を

指定管理者の候補者として選定することが適当であると決定しました。 

 

住 所 兵庫県宝塚市大原野字波坂１番地の６４ 

名 称 一般社団法人 宝塚にしたに里山ラボ 

代表者 代表理事 龍見 奈津子 

 

（２）選定理由 

選定に当たり、特に評価された点としては、自然環境及び文化財など本施設の特

性を活かした事業実績及び提案がなされたことが挙げられます。自然を利用した動

植物の観察会、西谷地域の食を利用した食育体験などの事業実績を今後も推進して

いくことで、自然に対する興味、関心の醸成といった野外活動ができる社会教育施

設としての役割を果たすことが期待できます。また、若い世代に訴求力のあるデザ

イン性の高い広告やＳＮＳ等を使った効果的な情報発信について評価しています。 

以上を踏まえ、本委員会としては、同団体を指定管理者の候補者として選定する

ことが適当であると決定しました。 

 


